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TEMM23ユースフォーラムとは

【正式名称】
第23回日中韓三カ国環境大臣会合ユースフォーラム
（TEMM23：Tripartite Environment Ministers Meeting 23)

【概要】
第23回日中韓三カ国環境大臣会合の関連行事として開催される日中韓のユースフォーラム。
環境に関する日本の取組について発表するとともに、中国及び韓国の代表と意見交換する。

【テーマ】
Youth on Biodiversity: Power for Action
生物多様性にかかわるユースたち：行動のための原動力

【プログラム】2023年3月29日
・基調講演
・三カ国のユース代表による発表、意見交換
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日本代表メンバー
～参加のきっかけ紹介～

池田日陽
早稲田大学文化構想学部
社会構築論系（3年）

人間の活動のせいで多くの動物が
絶滅の危機に瀕しているという現
状を変えるために何ができるのか
を模索し続けていました。生物多
様性について日中韓のユースと
ディスカッションができる貴重な
機会だと思い、参加を決めまし
た。

大脇藍
名古屋外国語大学
グローバルビジネス学科
（３年）
「環境啓発ミュージカル」に出演し、
生物多様性や環境問題の発信をした経験
を伝えたいという思いと、より知見を
深めたいという思いで参加を決めました。

岡田若子
帝京大学経済学部(1年)

私が興味のある貧困問題の改
善には、環境問題が大きく関
わっている事を知ったことか
ら参加を決めました。

清原亜実
慶應義塾大学法学部
政治学科(3年)

環境問題の根源は限られた資源
を公平・正当に分配できていな
い社会システムとゆとりのない
生活だと考えます。国際会議は
そのような仕組みを変革できる
場であると考えたため、自身も
少しでも政治の現場に関わりた
いと参加を決めました。

中村安里
京都大学総合生存学館　
博士課程
人の健康と地球の健康は繋がっ
てることを実感し、プラネタ
リーヘルスを研究テーマとして
います。生物多様性とは多様な
生き物が共に生きているという
こと。一つでも生きものが欠け
てしまえば、生態系全体に大き
な影響を与えることもありま
す。私たちもその繋がりの一員
として他の生きものを生かすよ
うな取り組みをしていけたらと
考えております。
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提案内容のまとめ

１．教育機関への提案

２．教育機関と環境省への提案

３．環境関連大臣および全省庁の大臣への提案

“自分事領域を広げる機会を提供する。”

“ユースの行動促進プログラムを普及させる。”

“メンター制度やクオータ制を通じて、政策決定プロセスにおける
ユースの社会への影響力を拡大する。”
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日本における生物多様性の認知度

日本では、生物多様性の認知度が非常に低い。

●日本人の環境リスクに対する意識調査

Asahi Glass Foundation (2020 and 2021) Survey of Japanese people's 
awareness of environmental crises

気候変動

環境汚染

社会、経済、環境、 政策・施策

人口

食

ライフスタイル

土地利用

水資源

生物多様性

危機感を感じない

-気候変動　　   46.6％
-生物多様性　     1.9％
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行動変容モデル

行動を起こしているのに持
続していない

興味はあるが行動を起こ
していない

興味がない

The action change model presented by Change Our Next Decade

行動する人々

関心がある人々

関心がない人々
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目的①

生物多様性の認知度向上

行動する人々

関心がある人々

関心がない人々
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私たちの仮説
（生物多様性に興味を持ったきっかけを
私たち5名で共有した結果）

どうすれば 「関心がない人」を
「関心がある人」に変えることができるのか

原動力個人の経験 知識
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個人の経験

行動のための原動力
(日陽の例)

動物園×生物多様性

幼稚園

動物園への遠足 
→動物が好きになった。

動物園の展示パネルで、多くの種
類の動物が絶滅の危機に瀕してい
ることを知った。

知識 原動力
～動物園への訪問～

人間の行動を変え、環境問題を解決し、
絶滅の危機に瀕した動物を保護したい。
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個人の経験

　　　　　　　行動のための原動力
　　　　　　　　　(若子の例)　
　　　　　　　　貧困×生物多様性

生物多様性は私たちの生活の基盤なのである！

小学校

貧困問題について教科書で学んだ。

中学校

カンボジアに行った時、貧困問題
を目の当たりにした。

知識

環境問題は、貧困問題の解決と密
接に関係している。

　発展

行動のための原動力
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行動のための原動力
（藍の例）　

環境問題×ミュージカル

きっかけ
大学の学生の多くがコンビ
ニ弁当やペットボトルを

買っていたこと

インドネシア環境ユース

海外派遣研修に参加

大学に入学後、
環境問題に関心を持つ

2020/22019/6 

最終廃棄物処分場で見た

光景に衝撃を受けた。

生物多様性について学
校で習った程度の知識

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

環境啓発ミュージカルに出演

ビワコオオナマズ

ツキノワグマ

絶滅危惧種の動物役

2022/2
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「知識」×「個人的な経験」
～領域が広がることで関心を持てるようになる～

聞くだけの授業 → "知識 "で終わる
自分の肌で感じることで、アクションにつなげることができる。

自分の領域が広がるとき＝心を揺さぶられる体験

あなたの“自分事領域”はどこまで？
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Perf

提案1:教育機関
　　自分事領域を広げるきっかけを提供する

ミュージカル x 学び

現状：教育機関が提供するもの

体験のみ（例：遠足） 
= 楽しさだけが残る

知識（例：授業）だけ
＝遠い話として認識して終わる

社会問題や環境問題を自分事化でき、
次の行動の原動力となる。

×経験 知識

例

環境啓発ミュージカルへの出演
(2022年2月)

生物多様性について学んだことを、追体験し
家族や地域の人達と共有することができる。
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目的② 

生物多様性の認知度向上

行動する人々

関心がある人々

関心がない人々
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どうすれば 「関心がある人」を
「行動する人」に変えることができるのか

ユースが行動を起こすときに障害となるもの
生物多様性保全のために、ユースが他者に
影響を与える行動を起こせる場が少ない。

環境問題に関心があり、
学んでいる

行動を起こせる場がない
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提案２:環境省　
ユースの行動促進プログラムの普及

例)ユースを教育機関へ派遣し、生物多様性に関するワークショップを開催

ユースの行動を促進するための
コミュニティづくりと活動の場の提供

生物多様性に精通したユースのコミュニティづくり

ユースが教育機関で体験学習を行う
プログラムを推進する。
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想定される効果
①教育機関側も信頼できる機関の方が受け入れやすい→ユースの活動促進
②教育者など大人にも知識が広がっていく(教育者の負担削減)
③ユースが教えることで、子どもたちの行動のための原動力をより促進できる

小学校にて

提案２:環境省　
ユースの行動促進プログラムの普及

例)ユースを教育機関へ派遣し、生物多様性に関するワークショップを開催
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行動のための原動力を持続させる

どうすれば彼らの原動力
を持続させることができ
るのか。

目的 ③

行動する人々

関心がある人々

関心がない人々
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清原亜美

高校

数々のドキュメンタリー
番組を観て
気候変動問題を知った。

高校

個人の経験知識

草の根的な活動を経て、行動の動機は
人それぞれであり、いくら啓発活動をし
ても大多数の人は行動を起こさないとい
うことを学んだ。

→大学で政治学を学び始めた。

行動のための原動力
原動力が
途絶えてしまった…高校

友だちがお弁当に手をつけず
にそのまま捨てたり、無料の
プリントサービスで大量の紙
を廃棄するのを見て、
憤りを覚えた。

学校で食品廃棄物教育プログ
ラムを開始し、代替食品ワー
クショップなどを開催するな
ど精力的に活動した。
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中村安里

医学部時代

災害・社会問題
を学ぶ。

医学部時代

無力感を感じ、
その後、自然界
との関係の中で
癒される。

個人の経験知識 行動のための原動力
環境活動への興味は消えていない。
しかし、社会を変革するには無力だ
と感じている。

大学院

人間の健康と地球の
健康をつなぐ「プラ
ネタリー・ヘルス」
を自分の研究分野と
して選択する。
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清原・中村にとっての課題

1.環境問題に関心のない多数派の人々が行動を起こさないことに　
無力感を感じ、意気消沈している。

2.自分が研究している、あるいは深めようとしている分野が、既存
の社会に受け入れられていない場合、自分の考えをどのように発信
すれば影響力があるのかわからず、無力感を感じることがある。
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私たちが求めるもの

・多数の人に政策提言をしていくこと。

・私たちの意見を多数の人に伝えていくこと。

・斬新なもの、まだ一般に受け入れられていないものも含めて、　　
研究・活動を共有すること。

　　例）研究会で発表して、政策を変えていくなど。
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提案 3

メンター制度の導入
→斬新でユニークな活動を自信をもって発信できるようになる。

また、ユースが審議会等へ提案する内容を磨くこと
ができるようになる。

審議会等におけるユースクォータ制の導入
→行動する人々の声を届けるために
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例
環境ユースは、メンターと一緒に研究会を開き、
自身の活動報告や研究報告の改善を行う。

提案３ ：環境関連大臣および全省庁の大臣へ

若者の社会への影響力を促進する

-生物多様性、生態系、
 政策提言に関するメンターによる講演会
-ユースによる自由な研究・活動報告
-環境活動に参加する

メンター制度による若者のアイデア発掘のサポート

生物多様性に具体的なインパクトを与えられるよう
な、ユースとメンターによる研究グループを作る。

環境に良い活動が社会に広がらない理由を
考察する。

活動を社会に広めるための
具体的な政策提言を行う。
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ユースクォータ制とは? 
＝国会や会議での若者の予約席の確保 
例）COP15

提案３ ：環境関連大臣および全省庁の大臣へ

若者の社会への影響力を促進する

審議会でのユースクォータ制を導入することにより、
政策決定プロセスにおいて若者の意見が反映されるようにする。

ユースクォータ制を導入してもらいたい
審議会の例

ヨーロッパでは、クォータ制が議会で実施されるのが
一般的だ。
しかしながら、日本における「環境政策決定共同体」は
政務官である。(M.Schreurs、2019年)
（経済政策決定共同体も同様）

民主的な議会制度を補完するため、主要な政策決定過程に
市民の意見を取り入れることを目的に設立され、利害関係
者の代表者・学識経験者が集まる省庁内の審議会にユース
クォータ制を導入したい。

経済産業省設置の産業構造審議会
• 主要な経済政策を担当している
• グリーンイノベーションプロジェクト

を担当している
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提案 3

無力感を感じる。

↓

【メンター制度・ユースクォータ制を導入】
主要な政策の決定において、ユースのアイデアが

効果的に反映されるようになる。

↓
ユースは力を得たと感じ、

その行動は持続する。
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提案内容のまとめ

１．教育機関への提案

２．教育機関と環境省への提案

３．環境関連大臣および全省庁の大臣への提案

“自分事領域を広げる機会を提供する。”

“ユースの行動促進プログラムを普及させる。”

“メンター制度やクオータ制を通じて、政策決定プロセスにおける
ユースの社会への影響力を拡大する。”
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日中韓代表ユースからの提言

三カ国の提言を一部抜粋

1.ユースへの期待
・ユースの声を聞き、生物多様性の保全におけるユースの役割を国内で認識できるよ う、
政府が制度として実践的にユースをまきこむことを期待する。
・ユースがより持続可能な形で貢献できるよう、ユースを表彰し、行動を起こすことに
興味を持たせるインセンティブや機会を設ける（対象は学生のユースグループ）。
・政府が国民に向けて、生物多様性に関する透明なデータを公開することを促す。
・環境に配慮した製品と、環境に配慮したと見せかけているだけの製品（グリーンウォッ
シュな製品）を見分けるための認証システムを作るよう政府に促す。

2.ユースの貢献
・ユースがGBF（生物多様性枠組）の広報キャンペーンに参加し、認知度を上げることに
貢献する。
・率先して環境に配慮した生活を送ることで、生物多様性の保全に貢献する。
・食生活、持続可能な消費、交通等に関して、環境に配慮したライフスタイルを実現でき
るよう、ガイドラインを策定する。

3.国際的な協働
・ 各地域のユースネットワークが交流できるメカニズムを構築する。 
・TEMM同窓ネットワーク
・教育機関同士でのバーチャル交流クラスおよびリサーチグループ
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TEMM23ユースフォーラムを終えて

池田日陽
中国・韓国の代表の方と意見交換を行い、日本
とは違う視点に気づくことができました。
フォーラムまでの準備の段階も大変学びの多い
もので、日本代表の仲間と熱い議論を交わすこ
とができたのは大切な思い出です。自分の原動
力を改めて確認する機会となり、環境活動に対
するモチベーションを高めることができまし
た。

大脇藍
事前研修から生物多様性というテーマで熱く語
り合ったのがとても印象的でした。また、メン
バー間との話し合いで「提言する」意味を改め
て考えさせられました。中国・韓国代表からも
学びと刺激を得ることができ、私も今後様々な
ことにチャレンジしていきたいと思いました。

岡田若子
同じ星に住む私達人間が抱える、共通の問題で
ある環境問題について、海を越えて同世代の若
者と繋がれた事は貴重な経験となりました。ま
た同じ志を持つ人々に出会えた事は、今後の私
自身の行動の為の原動力となりました。

清原亜実
国際会議で環境問題を扱う事は想像以上に難し
い事だと実感しました。限られた会議の時間
と、交錯する各国の目的意識の中で、準備段階
での深い議論を最大限に活かす事が最大の挑戦
でした。日本代表としては等身大の有意義な発
表ができたことを誇りに思います。参加させて
いただいたことに満足してしまうのではなく、
今回の貴重な経験を活かして、これからも環境
問題の解決方法を自分なりに探っていきたいで
す。

中村安里
今回のフォーラムに関わる中で、政策が実際に
実行されるまでのプロセスはおそらくかなり道
のりがあるのだろうと感じました。その過程で
誰が何を言ったか、あるいは何を提言したの
か、あるいはそれによってどんな成果が得られ
るのかといった外に現れてきた表現ばかりに注
目せずに、その言葉を伝えている人がそれを言
うことによって満たされているのか、あるいは
何か強い想いがあるのかということに視点を移
してみるようになっていたように思えます。
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最後までご覧いただき
ありがとうございました。
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